
R5 ６月２８日（水） 対話的な校長講話  結果 と 抜粋  

 「あいさつ②」のお話 抜粋（急に入れてもらいました） 

（校長 対 全校児童 ではなく 児童 対 児童の形を取り込んだ校長講話にチャレンジ） 

 

 前回は大谷翔平選手・塩沢勝吾元選手のお二人の目標設定からあいさつについての意識の高さ

について話しました。今回は全校の皆さんのあいさつについての話です。 

① 「みんなの朝のあいさつ」…昇降口でのあいさつの声が増えてきました！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域や育成会の方々も挨拶当番に出てくれました。 

みんなはあいさつについてどう思っているのでしょう？ 

② ペア学年の友達と名前を言ってからあいさつについて話してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ペアとの話の中から、「あいさつがひびく学校ってど

んな感じですか？」という質問がありました。「おはよ

う！おはよう！おはよう！」って連続していく感じか

な・・・。ペア同士で話す機会が少ない中、実際に低学

年や高学年の子供たちの顔を見合いながら、やや緊張し

ながらも正直に話しかけ答えている姿が印象的でした。 

 

朝の昇降口7：45頃 



③ 全校児童によるアンケートの結果 

 

 

 

 

 

  

あれ？もっとたくさんいると

思った。 

まだまだあいさつが聞こえる

学校にできそうですね。 

 

 

今日はお隣さんとあいさつについて話し、日頃のあいさつについて振り返る時間に

なりました。今後さらにあいさつが響く学校になっていくことを期待しています。 


